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ビーズコートシリーズはハスの葉に似た表面の微細突起構造と疎水特性により、
塗膜表面についた水がビーズのように丸まって水滴となり、泥などの異物を
絡め取りながら転がり落ちることで、いつまでもきれいな塗膜を保ちます。
また、特殊変性シリコーン樹脂・ふっ素樹脂が持つ卓越した撥水性と耐候性
は長期にわたり塗膜の撥水性を維持し建物を守ります。更に従来のつや消し
塗料にはない可とう性を有しクラックを抑制します。



《超撥水》ふっ素樹脂／特殊変性シリコーン樹脂

ハスの葉から流れ落ちる水滴のように、ロータス効果で外壁を保護します。



意匠性仕上塗材塗替用仕上塗材
《超撥水》ラジカル制御形特殊変性シリコーン樹脂改修塗材

意匠性塗材の質感・素材を損なわずに、砂壁調の風合いに仕上げる塗材です。

ビーズコート フレッシュ



ビーズコート F
ビーズコート F 中塗
ビーズコート Si
ビーズコート BIO
ビーズコート
ビーズコート フレッシュ
ビーズコート 軒天用P
ビーズコート 軒天用S
ビーズコート 基礎用P
ビーズコート 基礎用S

15kg ／ 3kg
15kg ／ 3kg
16kg ／ 3kg
16kg ／ 3kg
20kg ／ 4kg
20kg

16kg ／ 3kg
20kg

16kg ／ 3kg
20kg

白／黒／赤／赤さび色 
オーカー色／黄色 ／紺 
淡彩色／中彩色／濃彩色

白／淡彩色／中彩色／濃彩色

標準色（BK）
白／淡彩色／中彩色／濃彩色

標準色（BN）
白／淡彩色／中彩色／濃彩色

軒裏天井専用塗料

基礎巾木専用塗料

ビーズコート 軒天用P

《超撥水》ラジカル制御形特殊変性シリコーン樹脂

■ 撥水機能により汚れがつきにくい低汚染タイプです。
■ 下地からの水蒸気を放散する透湿性塗膜です。

■ 塗膜の透湿性により、下地からの水分の影響を緩和し、膨れや剥がれを抑制します。

■ 撥水機能により汚れがつきにくい低汚染タイプです。
■ 下地からの水蒸気を放散する透湿性塗膜です。
■ 防かび・防藻タイプです。

ペイントタイプ

《超撥水》ラジカル制御形特殊変性シリコーン樹脂

BNホワイト BNライトグレー（淡彩） BNベージュ（淡彩）

BNホワイトスモーク（淡彩） BNマウンテングレー（淡彩） 　BNチャコールグレー　（濃彩） BNブラウン（濃彩）

BNグレー（濃彩）

ビーズコート 基礎用P
■ 塗膜の透湿性により、床下の湿気を屋外に放散すると同時に基礎コンクリートの中性化を抑制します。

ペイントタイプ

ビーズコート 基礎用 S
■ 微弾性で厚膜の塗膜は防水性に優れ、ヘアークラックを充填保護し、基礎コンクリート中の鉄筋腐食を抑制します。

■荷姿 ■塗装適用範囲

セラミック配合細骨タイプ
BK800（淡彩） BK750（淡彩） BK700（淡彩） BK650（淡彩）

BK800（淡彩） BK750（淡彩） BK700（淡彩） BK650（淡彩）

BK650：日塗工N-65近似色

BNホワイト BNライトグレー（淡彩） BNベージュ（淡彩） BNグレー（濃彩）

BNホワイトスモーク（淡彩） BNマウンテングレー（淡彩） BNチャコールグレー（濃彩） BNブラウン（濃彩）

ビーズコート 軒天用 S
■ 微弾性で厚膜の塗膜は、ヘアークラックを充填保護し、優れたひび割れ追従性を示します。

セラミック配合細骨タイプ

※下塗りには、WBリメーク弾性フィラーRE、WBリメーク弾性
フィラーEPOを使用してください。

一般内外壁、柱、廊下壁、
階段壁、軒裏、天井、
建物基礎部
コンクリート、モルタル、
PCパネル、ALCパネル、
スレート、石膏ボード、
窯業系サイディングボードなど
アクリルリシン、吹付タイル、
スタッコ、単層弾性※、
弾性タイル※、
EPの活膜、意匠性塗材

製品名 容量

適用部位

適用既存塗膜

適用素地

注１）

注2）

激しい降雨などにより、素地の含水率が透湿性能を
超える場合、塗膜に不具合を生じる場合があります。
この見本は印刷のため、実際の仕上り（色・つやなど）
が多少異なりますのでご了承ください。　

注3）BNホワイト：日塗工N-90近似色　BNライトグレー：日塗工N-77近似色　BNベージュ：日塗工19-80D近似色
BNグレー：日塗工75-40B近似色　BNホワイトスモーク：日塗工N-85近似色
BNマウンテングレー：日塗工25-65B近似色　BNチャコールグレー：日塗工75-30B近似色
BNブラウン：日塗工09-20B近似色



素地調整

下塗り

上塗り

◆ビーズコート・F・Si・BIO
工　程 塗料名 塗装方法塗装間隔

（23℃）

ビーズコートＦ中塗仕様

●素地は十分に乾燥させる。（含水率10%以下、pH10以下）
●素地のレイタンス・エフロレッセンス・汚れは除去し、巣穴・不陸・段差などは、予めラフトンフィラー
　などの建築用下地調整塗材で平滑にする。

調合
(重量比)

1

2

3

中塗り

上塗り

3

4

使用可能下塗：サミプラ、サミプラホワイト、カチオンシーラーEPO、カチオンホワイトシーラーEPO、
　　　　　　　リメークシーラーEPO、ワイドシーラーEPOなど
使用可能上塗：ビーズコートＦ、ビーズコートSi、ビーズコートBIO、ビーズコート

サミプラ
清水

ビーズコートシリーズ
清水

100
0～5
100
5～15

0.07～0.11

0.10～0.15

3時間以上
2時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

注：下地の劣化が軽微な場合は、下塗りを省略できます。

カチオンシーラーEPO
清水

ビーズコートフレッシュ
清水

100
(無希釈)

100
5～15

0.07～0.17

0.3～0.5

1

2

2時間以上

3時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り
ウールローラー塗り

はけ塗り・ウールローラー塗り
吹付け
 ラフトン1号ガン、口径：4mm、
 吹付圧：0.3MPa～0.5MPa

ビーズコートＦ中塗
清水
ビーズコートＦ
清水

100
5～15
100
5～15

0.10～0.15

0.10～0.15

1

2

1

1

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り
はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

新
設
仕
様

● 下地調整● 下地調整

下地調整

◆ ビーズコートフレッシュ
工　程 塗材名 施工方法調合

(重量比)
標準所要量
（kg/㎡/回）

間隔時間
（23℃）

1

下塗り2

上塗り3

●汚れ、じんあい及びチョーキングなどの劣化塗膜を高圧水洗(水圧：15MPa以上)
　で除去する。
●水洗い面を乾燥させる。
●既存塗膜の浮き・はがれ・ぜい弱部などは適した工法で予め除去し、既存塗膜の
　段差・不陸の箇所を同一模様になる塗材で復元する。

意
匠
性
仕
上
塗
材

改
修
仕
様

( ）

注：下地がぜい弱で吸い込みが著しい場合、巣穴が多い場合は、カチオンシーラーEPOまたはカチオン
　　ホワイトシーラーＥＰＯを下塗りしてください。

ビーズコート基礎用S（セラミック配合細骨タイプ）
主材塗り
（１回目）
主材塗り
（2回目）

3

4

ビーズコート基礎用S
清水
ビーズコート基礎用S
清水

100
5～15
100
0～3

0.3～0.5

0.7～1.0

1

1

3時間以上

（最終養生）
24時間以上

ウールローラー塗り

パターンローラー細目塗り

はけ塗り
ウールローラー塗り

下塗り 0.07～0.17 12 カチオンシーラーEPO
清水

100
(無希釈) 2時間以上 はけ塗り

ウールローラー塗り

● 上塗り
　ビーズコート基礎用P（ペイントタイプ）

上塗り 0.10～0.15 ２3 ビーズコート基礎用P
清水

100
5～15

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

● 下塗り

工　程 塗材名　　　　　

下地調整1

●素地は、十分に乾燥させてください。(含水率10%以下、pH10以下)
●気温5℃以下、湿度85%以上または結露が懸念される場合は、塗装を避けてください。
●塗料は十分にかくはんしてからご使用ください。うすめすぎは、スケ・仕上がり不良などの原因になりますので注意してください。
●塗装後に結露を生じますと、塗膜がタレたり、シミになりますので、冬期や雨天の塗装には、十分ご注意ください。
●各工程の塗装間隔は、所定の時間を厳守してください。
●塗料の取扱い時、塗装時は、換気を行ってください。また塗装後も乾燥のために、換気を十分に行ってください。
●新設塗装では、必ずシーラー（下塗り）を塗装してください。吸い込みの著しい面などは、予めラフトンエボキシシーラーまたは
サミプラを塗装してください。（基礎巾木専用品は除く）
●段差、巣穴、ひび割れ及びボード類のジョイント部などはパテまたはラフトンフイラーなどで平滑に調整してください。
　（但し、外部のパテ使用は不可)
●シーリング材への直接塗装は、塗膜に割れ、剥がれ、汚れを生じることがあるため行わないでください。やむを得ず塗装を行う
場合は、必ずシーリング材が十分に硬化していることを確認の上、予めラフトン逆プライマーを塗装してください。

　（ポリサルファイド系シーリング材の場合は2回塗りしてください。シリコーン系及びブチルゴム系シーリング材へは、塗装を避
けてください。）
●ALCパネル面は、ラフトンフィラーまたはスズカプラサフで全面に、素地調整してください。
●取り付け金具、くぎ頭などは、予めさび止め塗料で拾い塗りしてください。
●外部塗装での赤、黄色系の使用は、他の色に比べ保色性が劣りますので、留意ください。
●吹付け塗装の場合は、飛散防止に十分注意し、養生などを行ってください。
●ベンチ・ジャングルジムなど人が乗る物、またテーブル・カウンター・棚など物を置くものへの塗装は避けてください。
●補修塗りは同一ロットの塗料を、同一の塗装方法で行ってください。
●塗装後のはけ、ローラーなどの用具は早めに水洗いしてください。
●本カタログに記載以外の下地や仕様で塗装される場合は塗膜欠陥を起こすことがありますので、使用する前に最寄りの営業
所にお問い合わせください。

●取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用してください。
　防塵マスク・頭巾・保護めがね・長袖の作業衣・えり巻きタ才ル・保護手袋・前掛けなど
●容器から取り出す時に、こぼれないようにしてください。もしこぼれた場合には、布やウエスで
拭き取るか、 砂などを散布したのち処理してください。

●皮膚に付着した場合には、直ちに多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観に変化があ
るときは、医師の診察を受けてください。
●蒸気・臭いなどを吸い込んで気分が悪くなった時には、空気の清浄な場所で安静にし、医師の
診察を受けてください。

●目に入った場合には、直ちに多量の流水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
●誤って飲み込んだ場合には、直ちに医師の診察を受けてください。
●取扱い後は、手洗い・うがい・鼻孔洗浄を十分に行ってください。
●容器は密栓し、40℃以下で子供の手の届かない一定の場所定めて保管してください。特に
下記の場所の保管は避けてください。

　雨水や直射日光の当たる場所・高温多湿の場所・潮風の当たる場所・凍結の恐れのある場所など
●捨てる時には、産業廃棄物として処分してください。

●下地は十分に乾燥させる。（含水率10%以下、pH10以下）
●下地のレイタンス・エフロレッセンス・汚れは除去し、巣穴・不陸・段差などは、
　予めラフトンフィラーなどの建築用下地調整材で平滑にする。
●幅0.3mm以上のひび割れは、充填補充などの適切な処理を行う。

建
築
物
基
礎
巾
木
専
用
仕
様

はけ塗り
ウールローラー塗り

下塗り 0.07～0.17 12 カチオンシーラーEPO
清水

100
(無希釈) 2時間以上 はけ塗り

ウールローラー塗り

● 上塗り
　ビーズコート軒天用P（ペイントタイプ）

上塗り 0.10～0.15 ２3 ビーズコート軒天用Ｐ
清水

100
5～15

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

● 下塗り　新設仕様又は改修仕様で下地がぜい弱な場合

下地調整
（新　設）

1

ウールローラー塗り

ビーズコート軒天用S（セラミック配合細骨タイプ）
［平滑仕上げ］

主材塗り 0.3～0.5 ２3 ビーズコート軒天用Ｓ
清水

100
0～5

3時間以上
（最終養生）
24時間以上

パターンローラー細目塗り

［さざなみ仕上げ］

主材塗り 0.5～1.0
（kg/㎡） 1～23 ビーズコート軒天用Ｓ

清水
100
0～3

（最終養生）
24時間以上

●下地は十分に乾燥させる（含水率10%以下、pH10以下）
●下地のレイタンス・エフロレッセンス・汚れは除去し、巣穴・不陸・段差などは、
　予めラフトンフィラーなどの建築用下地調整塗材で平滑にする。

下地調整
（改　修）

●既存塗膜の浮き・膨れ・剥がれ・ぜい弱層などは、下地に適した工法で除去する。
●汚れ、塵埃やチョーキングなどは、施工環境に適した工法で除去する。
●既存塗膜が剥がれている場合、シーラーを塗装してから主材塗りを行う。
（既存塗膜の段差は、同一模様になる塗材で復元してください。）
●高圧水洗した場合、下地を十分に乾燥させる。
●漏水が認められる場合には、事前に下地に適した工法で防水処理を施す。軒

裏
天
井
専
用
仕
様

調合
(重量比) 施工方法標準所要量

（kg/㎡/回）
間隔時間
（23℃）工　程 塗材名 塗回数 塗回数

塗回数

下地調整

● 下地調整

● 下塗り
　■窯業系サイディングボード
 ［下地：一般窯業系サイディングボード用］

工　程 塗材名 施工方法調合
(重量比)

標準所要量
（kg/㎡/回）

間隔時間
（23℃）

1

下塗り 0.1～0.25 12

●既存塗膜の浮き、ふくれ、ぜい弱部などはサンダー、皮スキなどを用いて除去する。
●汚れ、じんあい及びチョーキングなどの劣化塗膜を高圧水洗（水圧：15MPa以上）で除去する。
●水洗い面を乾燥させる。●既存塗膜の段差を同一模様になる塗材で復元する。
●シーリング面は予めラフトン逆プライマーで塗装する。

使用可能上塗：ビーズコートＦ、ビーズコートSi、ビーズコートBIO、ビーズコート

ビーズコートＦ中塗仕様
中塗り

上塗り

3

4

ビーズコートＦ中塗
清水
ビーズコートＦ
清水

100
5～15
100
5～15

0.12～0.20

0.12～0.20

1

1

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り
はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

WBリメークサーフEPO
清水

100
3～5 3時間以上 ウールローラー塗り

エアレス塗り

［下地：特殊コーティング（ふっ素・光触媒等）窯業系サイディングボード用］
下塗り 12 WBグリップシーラーEPO 100

（無希釈）
4時間以上
7日以内

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

はけ塗り・ウールローラー塗り
エアレス塗り

　■コンクリート・モルタル等
 ［ウールローラー仕上げ］既存塗膜：リシン・吹付タイル等

下塗り 0.3～0.5 12 WBリメーク弾性フィラーEPO
清水

100
5～15 5時間以上 ウールローラー塗り

［さざなみ模様仕上げ］既存塗膜：リシン・吹付タイル等
下塗り 0.8～1.5 12 WBリメーク弾性フィラーEPO

清水
100
1～3 8時間以上 パターンローラー塗り

●上塗り［共通］
使用可能下塗：WBリメーク弾性フィラーRE、WBリメーク弾性フィラーEPO、リメークプラ

上塗り 0.12～0.20 ２3 ビーズコートシリーズ
清水

100
5～15

2時間以上
（最終養生）
24時間以上

改
修
仕
様

0.08～0.18

塗回数塗装方法標準塗付量
（kg/㎡/回）

塗装間隔
（23℃）塗回数

施工方法調合
(重量比)

標準所要量
（kg/㎡/回）

間隔時間
（23℃）
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